
豊 岡 病 院 祭
平成30年9月29日㈯開催

今年で6回目となる「豊岡病院祭」を開催
しました。あいにくの天気ではありました
が、幅広い年齢層にわたって、多くの方に
ご来院いただきました。当日は、様々な体
験コーナーやステージイベント、模擬店
等が催され、にぎやかな一日となりました。
ご来場いただいた皆様、ステージに出演
していただいた皆様、その他お力添えい
ただいた全ての皆様、職員一同心よりお
礼申し上げます。ありがとうございました。

人工心肺装置体験

着物リフォーム販売

吹奏楽演奏

心と体の健康チェック調剤体験

市民公開講座

プラバンストラップ作成

スーパーボウルつり

P2	 豊岡病院の今
P3	 医療ミニ講座 睡眠時無呼吸症候群
P4	 診療科紹介 循環器内科
P5	 専門看護師、認定看護師が活躍しています
P6	 医食同源 /出石医療センター調理員の仕事紹介
P7	 公立豊岡病院は「 地域医療支援病院 」に承認されました / 平成29年度給与等の概要
P8	 information & news / 医師異動のお知らせ 

平成30年　2018年  11月 公立豊岡病院組合広報紙 第83号

組合立病院　◇豊岡病院　◇日高医療センター　◇出石医療センター　◇朝来医療センター

昨年より、病院祭の一環として市民公開講座を行っています。今回は胸部・心臓血管外科
部長である那須通寛副院長による「心臓血管の手術と高血圧」と題した講演会を行いま
した。高度な心臓血管の手術についても動画や画像をふんだんに盛り込んでわかりやす
く、手術の際体の中に入れる人工血管・人工弁・機械弁やステントグラフトなど普段目に
触れることの無い手術材料も実際に見て頂くことができました。また、高血圧が血管に
与えるリスクが高い事から、いかに塩分を減らすかを数種類の味噌汁を試飲して実感し
て頂く等、幅広い話題について大変分かり易い講演であったと好評でした。
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が
ん
治
療
の
今

副
院
長（
外
科
部
長・化
学
療
法
科
部
長
）

坪
野　
充
彦

Q �「
が
ん
」に
な
っ
た
ら

都
会
で
治
療
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？

A 

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！�

豊
岡
病
院
は

「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」で
す
！

豊
岡
病
院
は
、
専
門
的
な
が
ん
医
療
の
提
供
、
お
よ

び
が
ん
患
者
に
対
す
る
相
談
支
援
な
ど
を
行
う
拠
点
病

院
と
し
て
、
国
か
ら
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
（
兵
庫

県
で
は
14
病
院
が
指
定
）
現
在
の
が
ん
治
療
の
３
本
柱

で
あ
る
、
手
術
療
法
、
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
に
よ
る

治
療
）
、
放
射
線
治
療
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
基
本

的
に
は
豊
岡
病
院
で
全
て
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

「
が
ん
」は
身
近
な
病
気
で
す

「
が
ん
」
は
２
人

に
１
人
が
罹
患
す
る

病
気
で
す
。
生
涯
の

う
ち
、
男
性
で
は
62

％
の
人
が
、
女
性
で

は
47
％
の
人
が
、

「
が
ん
」
と
診
断
さ

れ
て
い
ま
す
。

定
期
的
な
健
診
や

早
期
の
受
診
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

１�

手
術
療
法
に
つ
い
て

消
化
器
分
野
の
早
期
の
粘
膜
が
ん

に
対
し
て
は
消
化
器
科
に
て
内
視
鏡

的
切
除
術
が
ご
く
日
常
的
に
行
わ
れ
、

膀
胱
が
ん
に
対
し
て
は
泌
尿
器
科
で

膀
胱
鏡
下
に
切
除
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
固
形
が
ん
の
外
科
手
術
に
関
し

て
は
口
腔
外
科
、
形
成
外
科
、
胸
部

外
科
、
乳
腺
外
科
、
腹
部
一
般
外
科
、

泌
尿
器
科
、
婦
人
科
に
て
切
除
可
能

な
が
ん
は
ほ
ぼ
1
0
0
％
対
応
可
能

で
す
。
更
に
、

胸
腔
鏡
、
腹
腔

鏡
を
用
い
た
内

視
鏡
外
科
手
術

（
肺
が
ん
、
食

道
が
ん
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
、
腎
が
ん
）
の
み
な
ら

ず
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
手

術
も
泌
尿
器
科
を
皮
切
り
に
本
年
か

ら
腹
部
一
般
外
科
で
も
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
（
平
成
29
年
が
ん
患
者

数
実
績
は
表
の
と
お
り
）

２�

化
学
療
法
に
つ
い
て

抗
が
ん
剤
に

よ
る
治
療
で
す

が
、
ほ
ぼ
全
て

対
応
可
能
で
す
。

現
在
抗
が
ん
剤

治
療
は
医
師
の

個
人
的
経
験
に

基
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
基
本
的

に
は
個
々
の
が
ん
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
治
療
指
針
）
で
行
わ
れ
ま
す
。
豊

岡
病
院
で
は
治
験
薬
を
除
け
ば
保
険

適
応
内
の
全
て
の
薬
剤
を
使
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
厳
格
に
管
理
さ

れ
た
登
録
レ
ジ
メ
ン
（
治
療
計
画
）

を
使
用
す
る
こ
と
で
、
効
果
と
安
全

に
配
慮
し
て

お
り
ま
す
。

（
平
成
29
年

化
学
療
法
実

施
件
数
3
、

8
9
2
件
）

３�

放
射
線
治
療
に
つ
い
て

放
射
線
治
療
も
豊
岡
病
院
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
豊
岡
病
院
に

は
、
も
っ
と
も
一
般
的
な
治
療
装
置

で
あ
る
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
配
備
さ
れ
て

お
り
、
頭
頚
部
が
ん
、
食
道
が
ん
、

肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、

子
宮
が
ん
等
で
威
力
が
発
揮
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
治
療
装

置
は
近
々
更
新
の
予

定
で
、
よ
り
効
率
的

な
治
療
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
（
平
成
29
年

リ
ニ
ア
ッ
ク
実
施
件

数
2
、
9
0
4
件
）

　
ま
と
め

こ
の
よ
う
に
ご
く
少
数
の
例
外

（
特
殊
な
手
技
が
必
要
な
外
科
手
術
、

或
い
は
特
殊
な
血
液
が
ん
）
等
を
除

け
ば
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
都
心
部
で

治
療
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
岡
病
院
で
治
療
で
き
ま
す
。
設
備

の
み
な
ら
ず
都
市
部
に
負
け
な
い
気

概
と
力
量
が
豊
岡
病
院
の
医
師
に
は

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
安
心
を
。

「がん」になる確率

部位名
生涯がん罹患確率 何人に1人罹患
男性 女性 男性 女性

全がん 62% 47% 2人 2人
大腸 9% 8% 11人 13人
胃 11% 5% 9人 19人
肺 10% 5% 10人 22人

乳房 ― 9% ― 11人
前立腺 9% ― 11人 ―

＊国立がん研究センターホームページより

豊岡病院での平成29年「がん」診断患者数（部位別）
上位10部位

順位 部位名 患者数 割合 手術件数 うち内視
鏡手術

全て（合計） 1,188 645 362
1 大腸 168 14.1% 86 71
2 胃 143 12.0% 104 59
3 肺 140 11.8% 57 21
4 乳房 125 10.5% 80 0
5 前立腺 99 8.3% 47 44
6 膀胱 76 6.4% 132 131
6 子宮 71 6.0% 18 1
8 腎・他の尿路 42 3.5% 33 30
9 皮膚（黒色腫を含む） 41 3.5% 8 0
10 脳・中枢神経系 39 3.3% 12 0
＊内視鏡手術：胃カメラや腹腔鏡・胸腔鏡などの装置を用いた手術のこと

男性（上位5部位） 女性（上位5部位）
部位名 患者数 部位名 患者数

全て（合計） 671 全て（合計） 517
1 大腸 111 1 乳房 125
2 胃 100 2 子宮 71
2 肺 100 3 大腸 57
4 前立腺 99 4 胃 43
5 膀胱 63 5 肺 40

※�

次
回
以
降
は「
専

門
領
域
に
お
け
る

が
ん
治
療
」に
関

し
て
各
科
で
の
状

況
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平成30年10月1日より豊岡
病院ホームページをリニュ
ーアルしております。QRコ
ードからご覧いただけます。
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どのような検査を受けるの？
簡易検査で指にセンサーをつけ、無呼吸による酸
素の低下からSASの可能性を調べます。これは自宅
で行える検査なので仕事など心配せずに検査が受
けられます。より詳しく調べる際には1泊2日の入
院にて終夜睡眠ポリグラフィー精査を行い、結果
に応じて適切な治療を行います。

睡眠時無呼吸症候群（Sleep Apnea 
Syndrome：SAS）ってどんな病気?
夜間睡眠中にいびきや無呼吸を繰り返し、その結
果、日中に眠気などの種々の症状を呈する病気の
総称です。年齢と共に喉や首まわりの筋力が衰え
ることで気道が狭くな
り、 無 呼 吸（ 10秒 以
上の呼吸停止 ）・低呼
吸（ 浅い呼吸 ）が起き
やすくなります。また、
太っても首まわりの脂
肪が増えて気道が狭く
なります。

どのような症状をきたすの？
睡眠中のいびきや無呼吸にて熟睡感がなく、日中
に眠気や集中力の低下をきたします。運転中にも
眠気がでて交通事故を起こす危険があります。さ
らにSASは高血圧や糖尿病など生活習慣病にも関係
しており、心不全、心筋梗塞、脳梗塞などのリス
クが高くなります。

 医療ミニ講座 
あなたの家族は大丈夫？ 
睡眠時無呼吸症候群の 

危険性とは？
脳神経内科は脳、脊髄、
末梢神経、筋の病気を診
察する科で、主に脳梗塞、
認知症、てんかん、パー
キンソン病などの神経難
病をみております。脳神
経内科の病気は、他の病
気と同様に病気にならな
いように予防することが
非常に大切です。今回は
脳卒中や認知症の発症に
も関係している睡眠時無
呼吸症候群について説明
いたします。

当科はこれまで「神経内科」と称していましたが心療内科や精神科と混
同されないように、また診療内容を理解していただくために、平成30年
4月より神経内科から「脳神経内科」という名称に変更いたしました。

豊岡病院 
脳神経内科 医員

伊賀　賢一

最後に一言
SASは自身でなかなか気付くことができな
いために検査・治療を受けていない方が多
いと言われています。当院では平成7年頃
より睡眠検査を週2人の割合で行ってきま
したが、未だに検査を受けられる人は尽
きないのが現状です。SASは適切な治療に
よって健康な人とほとんど変わらない生活
を送ることができるので、いびき、日中の
眠気などを感じている方は早めに検査を受
けられることをお勧めいたします。

脳神経内科の医師
前列右から　松島部長、伊賀医員、堀口研修医、 
後列　横手医長、高橋専攻医

朝のカンファレンスの様子
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循
環
器
内
科
と
は
？

血
液
の「
循
環
」に
関
係
す
る
臓
器（
心
臓
、

大
動
脈
、
末
梢
動
脈
、
静
脈
、
肺
動
脈
等
）に

起
き
る
病
気
を
扱
う
内
科
の
こ
と
を「
循
環
器

内
科
」
と
い
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、

心
不
全
、
不
整
脈
、
弁
膜
症
、
肺
高
血
圧
症
、

静
脈
血
栓
塞
栓
症
な
ど
の
疾
患
だ
け
で
な
く
、

緊
急
治
療
が
必
要
な
急
性
心
筋
梗
塞
、
不
安
定

狭
心
症
、
急
性
心
不
全
等
の
疾
患
の
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
疾
患
も
非
常
に
緊
急

性
が
高
く
、
放
っ
て
お
く
と
命
に
関
わ
る
も
の

ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
を
患
っ
て
し
ま

っ
た
患
者
さ
ん
に
一
刻
も
早
く
治
療
を
行
う
た

め
に
、
救
急
集
中
治
療
科
や
胸
部
・
心
臓
血
管

外
科
と
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
24
時
間

3
6
5
日
体
制
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
検
査
・
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
や
C
T
を
用
い
た
大

動
脈
・
冠
動
脈
造
影
検
査
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
運

動
負
荷
心
電
図
、
心
臓
核
種
検
査
な
ど
の
検
査

や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療
術
、
血
管
内
超
音
波

検
査
法
を
用
い
た
冠
動
脈
形
成
術
、
末
梢
血
管

形
成
術
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
院

患
者
さ
ん
を
中
心
に
多
職
種
で
協
力
し
て
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
カ
テ

ー
テ
ル
装
置
が
新
し
く
な
り
、
よ
り
安
全
に
最

適
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い

き
ま
す
。

当
院
が
新
し
く
導
入
し
た
血
管
造
影
装
置
は
、

2
方
向
同
時
に
撮
影
可
能
な
バ
イ
プ
レ
ー
ン
シ

ス
テ
ム
や
最
新
の
画
像
化
技
術
を
備
え
て
お
り
、

従
来
の
装
置
よ
り
も
造
影
剤
の
注

入
回
数
を
少
な
く
し
、
検
査
時
間

も
短
縮
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
被
ば
く
低
減
を
可
能

に
す
る
機
能
も
搭
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
被
ば
く
線
量
も
減
少

さ
れ
、
患
者
様
の
身
体
に
や
さ
し

く
、
よ
り
安
全
な
診
断
・
治
療
を

行
う
こ
と

が
で
き
る

よ
う
に
な

り
ま
す
。

科
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

但
馬
地
域
は
高
齢
者
が
多
く
、
心
不
全

の
増
悪
や
動
脈
硬
化
か
ら
狭
心
症
、
心
筋

梗
塞
、
弁
膜
症
に
な
り
当
院
へ
受
診
す
る

方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
、
週
３
回
程
度
の
適
度
な
運
動
、

十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
、
自
身
の
健
康
維

持
・
増
進
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

以
下
の
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
か
か

り
つ
け
医
を
受
診
の
う
え
、
紹
介
状
を
持

っ
て
当
院
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

検
査
や
必
要
な
治
療
が
終
わ
り
容
体
が
落

ち
着
い
た
ら
、
患
者
さ
ん
は
ま
た「
か
か

り
つ
け
医
」に
て
治
療
を
続
け
て
頂
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

前列右から　石田部長、山邊医長
後列　松岡医長、得竹医長、酒谷医員

心臓カテーテル治療の様子

・�

動
悸
、息
切
れ
が

す
る

・�

立
ち
く
ら
み
、

ふ
ら
つ
き
が
あ
る

・�

脈
が
飛
ん
だ
り
、

乱
れ
る

・
胸
が
苦
し
い

・�

急
な
体
重
増
加
、

む
く
み
が
あ
る

・
冷
や
汗
が
出
る

診療科紹介
豊岡病院

循環器内科
～但馬地域の循環器診療の最後の砦～

NEW 
シリーズ

新しく更新した 
カテーテル装置 
（血管造影装置）
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精
神
看
護
専
門
看
護
師
　
安
原　
沙
織

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
　
吉
垣��

留
美
子

私
は
、
精
神
看
護
専
門
看
護
師〝
リ
エ
ゾ
ン
ナ
ー
ス
〟と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
精
神
看
護
と
言
っ
て
も
、
精
神
科

の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
精
神
科
以
外
の
体
の
病
気
や
け

が
で
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
リ
エ
ゾ
ン
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が

語
源
で
、
つ
な
ぐ
、
連
携
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
精
神

科
以
外
の
身
体
の
看
護
と
精
神
看
護
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
、

私
の
役
割
で
す
。

皆
様
は『
せ
ん
妄
』と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

身
体
の
状
態
が
不
安
定
に
な
る
と
、
脳
の
機
能
の
バ
ラ
ン
ス

も
不
安
定
に
な
る
た
め
、
時
間
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
り
、
落
ち
着
き
が
な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
ぼ
ん
や
り
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
せ
ん
妄
の
患
者
さ
ん
を
早

期
に
発
見
し
、
対
応
で
き
る
よ
う〝
精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー

ム
が
〟各
病
棟
を
ラ
ウ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
は
、
私
の
他
に
精
神
科
医
師
、
薬
剤
師
、
認
知
症
看
護
認

定
看
護
師
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
、
お
薬

や
ケ
ア
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
気
や
ケ
ガ
を
患
う
こ
と
に
よ
り
不
安
に
な
っ
た

り
、
気
持
ち
が
落
ち
込
ん
だ
り
し
た
患
者
さ
ん
に
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
行
う
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
は
な
く
、
看
護
師
が
行
う
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
の

で
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
の
支
援
も
含
め

た
ケ
ア
を
考
え
て
い
ま
す
。
私
一
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

患
者
さ
ん
に
関
わ
る
看
護
師
と
共
に
ケ
ア
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
チ
ー
ム
と
し
て
最
良
の
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
お
役
に
た
て
る
よ
う
な
、

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4
月
か
ら
豊
岡
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
認

知
症
看
護
認
定
看
護
師
と
し
て
認
知
症
外
来
で
の
対
応
や
、

認
知
症
の
方
や
家
族
の
方
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
認
知
症
患
者
さ
ん
と
そ

の
ご
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
支
援
と
し
て
、
認
知
症
疾
患
に
お
け
る
鑑
別
診
断
、
地

域
に
お
け
る
医
療
機
関
と
の
紹
介
、
行
動
・
心
理
・
症
状
へ

の
対
応
に
つ
い
て
の
相
談
の
受
付
な
ど
を
行
う
専
門
医
療
機

関
で
す
。

認
知
症
外
来
に
は
、
物
忘
れ
を
自
覚
し
受
診
さ
れ
る
方
、

ご
家
族
が
物
忘
れ
を
心
配
し
受
診
さ
れ
る
方
、
数
年
前
に
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
が
進
行
が
気
に
な
る
の
で
調
べ
て
ほ
し

い
な
ど
、
様
々
な
患
者
さ
ん
が
受
診
さ
れ
て
お
り
、
認
知
症

へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
を
対
象
と
し
た

相
談
や
、
ケ
ア
の
提
案
、
診
察
中
に
相
談
で
き
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
、
気
軽
に
何
で
も
相
談
で
き
る
窓
口
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
支
援
を
早
急
に
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
な
ケ
ー
ス
な
ど
は
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
協
働
で
対
応
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
通
院
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
疾
患

に
よ
り
入
院
さ
れ
る
方
も
多
く
、
環
境
変
化
に
よ
り
、
一
時

的
に
認
知
症
の
症
状
が
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

症
状
を
和
ら
げ
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
落
ち
着
い
て
安
心

し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
居
場
所
作
り
と
し
て
、
精
神
科

リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
と
協
働
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ケ
ア
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
え
る
よ
う
な
活
動
も
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
時
間
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 専門看護師、認定看護師が 
活躍しています。

豊岡病院 
では

病気やけがへの不安な気持ちをケアし、患者さまやご家族を総合的に支援します。
患者さまの笑顔と共に、温もりのある看護を目指します。 院内ラウンドの様子
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2

1

34

医
食
同
源

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
技
術
科

　
管
理
栄
養
士
　
前
田
ひ
と
み

生
活
習
慣
病
と
は
偏
っ
た
食
事
・
運
動

不
足
・
飲
酒
・
喫
煙
・
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
身
体
に
負
担
の
か
か
る
生
活
が
続
い

た
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
す
る
病
気
で

す
。（
糖
尿
病
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
・

脂
質
異
常
症
・
高
血
圧
・
が
ん
な
ど
）

今
回
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、医
師
・

看
護
師
・
薬
剤
師
・
理
学
療
法
士
・
管

理
栄
養
士
・
調
理
師
の
多
職
種
で
生

活
習
慣
病
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、個
別
栄
養
指
導
は
医
師

の
指
示
に
よ
り
、診
察
日
に
合
わ
せ

て
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

毎
食
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

整
っ
た
食
事
を
食
べ
ま

し
ょ
う

簡単に作れる秋野菜を使ったメニューを載せました。 

是非、家庭でもお試しください。（調理長：岡田正克）

季節の風を感じられる行事食 朝・昼・夕 30 食ずつ、30 通
りの食事を 3 人で作ります

レストランでお好きな飲み物
の注文も承ります

材料（1人分）

秋なす　� 半分
ピーマン� １個
揚げ油　� 適量

★麺つゆ� 小さじ1
★ポン酢� 小さじ1
★出汁� 大さじ1

出
石
医
療
セ
ン
タ
ー

　
調
理
員
の
仕
事
紹
介

入
院
中
は
治
療
方
針
に
基
づ
い
て
考
え
ら
れ

た
献
立
と
な
り
ま
す
か
ら
、
普
段
の
食
べ
慣
れ

た
食
事
と
は
違
っ
て
箸
の
進
ま
な
い
方
や
、
嘔

気
な
ど
か
ら
食
事
を
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
方
な

ど
、
食
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
〝
食
べ

ら
れ
な
い
事
〟
が
身
体
的
に
も
、
ま
た
精
神
的

に
も
治
療
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う 

〝
ど
う

す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
？
〟
を

一
緒
に
考
え
て
、
要
望

に
寄
り
添
え
る
食
事
作

り
を
、
ま
た
小
さ
な
事

で
も
遠
慮
せ
ず
に
声
を

か
け
て
も
ら
え
る
よ
う

な
関
係
作
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

食
べ
た
い
気
持
ち
は
あ

る
け
れ
ど
、
食
べ
る
機

能
が
低
下
し
て
し
ま
っ

た
患
者
さ
ん
に
も
安
心

し
て
食
事
を
楽
し
ん
で

頂
け
る
よ
う
、
食
材
の

下
ご
し
ら
え
や
、
加
熱

方
法
、
盛
り
付
け
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
慎
重
に

丁
寧
に
調
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
上う

手ま

く
い
く

事
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
様
々
な
ご
意

見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

明
日
料
理
が
も
っ
と
美

味
し
く
な
る
よ
う
試
行

錯
誤
、
日
々
研
究
に
励

ん
で
い
ま
す
。

３
食
の
食
事
量
を 

均
等
に
し
ま
し
ょ
う

一
日
の
中
で
身
体
を
動
か
す
時
間
帯

は
日
中
で
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど

の
方
は
身
体
を
あ
ま
り
動
か
さ
な
い

夕
食
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
す
。

朝
食
が
食
べ
に
く
い
と
思
わ
れ
て
い

る
方
は
前
日
の
夕
食
を
今
よ
り
軽
く

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
朝
食
が
美
味

し
く
な
り
ま
す
。

毎
食
、野
菜
か
ら
先
に 

食
べ
ま
し
ょ
う

良
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か

け
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
食
べ
過
ぎ
の

防
止
に
な
り
、
間
食
も
少
な
く
な
り

ま
す
。心

の
栄
養（
間
食・ア
ル

コ
ー
ル
）は
少
量
に
し
ま

し
ょ
う

間
食
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
る
と
楽
し

く
な
り
ま
す
が
、
沢
山
食
べ
る
と

身
体
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
食

事
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
量
と
時
間

を
決
め
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
夕
食
後

は
控
え
ま
し
ょ
う
。
お
菓
子
以
外
に

乳
製
品
や
果
物
も
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
休
肝
日
を
設

け
て
、
身
体
に
優
し
く
飲
み
ま
し
ょ

う
。

肉、魚介類、 
卵、豆腐、 
大豆 
など

野菜、海藻類、 
きのこ など

ご飯、パン、
麺類、芋類

など

主菜
主食

副菜

おにぎり＋コーヒー⇒おにぎり＋納豆＋野菜ジュース

きつねうどん⇒鍋焼きうどんやちゃんぽん麺（具沢山）

作 り 方
1、 なすは縦半分に切り、皮目に切り込み 

を入れる。ピーマンは縦半分に切る。
2、なす・ピーマンを 180 度の油で揚げる。
3、混ぜ合わせた★の中へ浸す。

秋なすの揚げ浸し

朝食は忙しくて食べられない

外食は栄養バランスが悪くなりがち
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H29年度�給与等の概要 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第 6条及び第 7条の規定により、給与等の�
概要を公表します。詳細な内容は、公立豊岡病院組合ホームページにて公表しています。

問合せ  総務部人事課  ☎ 0796-22-6111( 内線 2101)

総
括
（１）人件費の状況

区　分 支出額A 人件費B 人件費比率（B/A）
平成29年度 21,451,379千円 1,175,448千円 52.1%

※�人件費には、特別職、嘱託職員及び臨時職員に支給した報酬、賃金を含みます。

（２）ラスパイレス指数（事務職）の状況
平成29年度 96.6

※�ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務
員の給与水準を表す指数です。

（３）職員の平均年齢及び平均給料の月額の状況
区　分 平均給料月額 平均年齢
医師 449,706円 40.9歳

看護師・准看護師 295,916円 38.3歳
医師技術職 301,404円 38.6歳
事務職 305,942円 41.7歳
技能労務職 339,372円 51.6歳

※�「平均給料の月額」とは、平成30年4月1日現在における
職種ごとの職員(一般職の職員で派遣職員を除く。)の基
本給の平均です。(各種手当を含みません。)

職
員
手
当
の
状
況

（１）期末手当、勤勉手当

区　分
公立豊岡病院組合 国
期末�
手当

勤勉�
手当

期末�
手当

勤勉�
手当

支給割合 2.6月分 1.8月分 2.6月分 1.8月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の等級による加算

（２）退職手当（平成30年4月1日現在）

区　分
公立豊岡病院組合 国
自己�
都合

勧奨・�
定年

自己�
都合

勧奨・�
定年

勤 続 2 0 年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
勤 続 2 5 年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分
勤 続 3 5 年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分
そ の 他加算措置 定年前早期退職の特例措置（2%〜20%加算）
1人当り平均支給額 8,814,056円 ー
※�1人当たりの平均支給額は平成29年度（平成29年4月1日から平成30年
3月31日）に退職した職員に支給した平均額です。

公立豊岡病院は「地域医療支援病院」に承認されました
当院は平成30年8月29日付で、兵庫県より『地域医療支援病院』に承認されました。地域医療支援病院とは、地域の

病院や診療所等から紹介された患者や救急患者へ医療を提供するとともに、地域の医療機関に対し医療機器の共同利用
や医療従事者に対する研修を行うなどの役割を担う病院です。
豊岡病院は今後も地域医療の中心的な病院として、患者さんにより良い医療が提供できるよう努力してまいります。

非紹介患者初診加算料・再診加算料
地域医療支援病院に承認されると、法令等により下記のとおり加算料の徴収が義務付けられており、対象者には10月

1日よりご負担いただいております。

内　　　　容 金　　　額

非紹介患者初診加算料　他の医療機関からの紹介状なく当院を初診で受診された場合 医科　5,000円
歯科　3,000円���（税込み）

再診加算料【 新設 】　 当院を受診されていたが症状が安定したため、他の医療機関へ紹介した 
にも関わらず、自己判断で当院を継続して再診受診された場合

医科　2,500円
歯科　1,500円���（税込み）

※再診1回受診につき

ただし、以下の方は紹介状をお持ちでない場合等でも加算料をご負担いただく必要はありません。

　① 救急の患者（緊急性のある場合に限る）
　② 診療科に関わらず（医科・歯科は別）1年以内に当院を受診されたことのある方
　③ 健康診査等の結果により医師から精密検査受診の指示を受けた方
　④ 近隣の医療機関には無い診療科を当院で受診される方（産婦人科・泌尿器科など）
　⑤ 公費負担医療の対象者（生活保護・母子保護・難病受給者など）
　⑥ 労働災害、交通事故、自費診療の患者　等

※詳しくは当院のホームページをご覧ください。（URL：http://www.toyookahp-kumiai.or.jp）
お問合せ　公立豊岡病院　医事企画課　☎（0796）22-6111（代表）

平成30年 第3回 公立豊岡病院組合議会9月定例会が開催されました
平成30年9月5日から9月20日まで開催された、公立豊岡病院組合議会の議案と結果についてお知らせします。

件名 提出年月日 結果
議案第10号 公立豊岡病院組合議会の定例会の回数に関する条例の一部を改正する条例制定について H30.9.20 原案可決  H30.9.20
議会は一般の方も傍聴できます。� 問合せ　公立豊岡病院組合議会・監査事務局　　TEL：0796-22-6111（内線2021）
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公立豊岡病院組合
Toyooka Public Hospitals' Association

第9回となる今年は、約80名の看護学
生・高校生が参加しました。採血、AED
操作の体験や、病棟やドクターヘリ

の見学を通して、医療現場を知
るとともに看護師の仕事への興
味関心を深めました。

オープンホスピタル開催！ 
8月16日・17日

簡易検査装置を 
導入しました

新人看護師 
静脈注射レベルⅡ 
実施研修を 
行いました

9月より、血液の簡易検査装置を導入
しました。これにより、夜間・休日帯の
受診患者さんへの迅速な検査実施が
可能となり、早期の診断、治療につな
がります。

朝来医療センターでは、新人看護師
の教育を1年を通して継続して行っ
ています。9/11(火)、主任看護師が指
導者となり静脈注射の研修を行い
ました。研修を通して更なる看護技
術のレベルアップを図り、来年の春
には先輩看護師として後輩の目標
となっていきます。

豊岡病院組合では、医師修学資金貸与医学
生を対象に『エクスターンシップ』（交流会）
を毎年開催しています。今年も8月15日に実
施。先輩医師らから研修医生活や、さらにその
先のキャリアパスについてのアドバイス、そ
してワールドカフェ（自由な雰囲気で行う真剣な話し合い）で対話を

楽しんでもらいました。  
なお、今年度も2月から医師修学資
金貸与医学生の募集を行います。

問合せ  総務部調整課 
（0796-22-6111／内線2115）

医師修学資金貸与医学生を対象に
交流会を開催しました

日高医療センター �糖尿病週間イベントを開催します
�●「合併症」の模擬体験 
●合併症に関するポスター掲示 
●血糖測定体験　●食品サンプル他展示

メインテーマ�合�併�症
問い合せ　日高医療センター TEL0796-42-1611（代表）

平成30年 11月12日㈪～16日㈮
8：30～15：00（火・木・金は12：00まで）

日 時

日高医療センター
外来フロアー  旧整形外科前

場 所

医師異動のお知らせ（H30.8.2~H30.10.1）

新任医師

豊岡��形成外科
医員�
専門：形成外科一般

松
マ ツ

田
ダ

 翔
ショウ

太
タ

豊岡��小児科
�
専門：小児科一般

井
イ ノ

上
ウ エ

 葵
キ

子
コ

豊岡��精神科�

専門：精神科一般

澤
サ ワ

木
キ

 悠
ユ ウ

人
ジ ン

豊岡��小児科
医員�
専門：小児科一般

藤
フ ジ

﨑
サ キ

 拓
タ ク

也
ヤ

退職医師
豊岡��救急集中治療科兼
但馬救命救急センター� 医長��前山　博輝
豊岡��形成外科�………医員��野村　健志

豊岡��小児科�……………医員��洪　　聖媛
豊岡��精神科�……………………… 安東　宇揚
豊岡��小児科�……………………… 近藤友里子

豊岡病院

朝来医療センター

豊岡病院組合

主な検査項目： CRP、電解質、生化学、
eGFR、赤血球、血小板、白血球等


